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専
門
職
大
学
と
は
？

専
門
職
大
学
・
専
門
職
短
期
大
学（
以
下「
専
門
職
大

学
」と
言
う
。）は
、
特
定
の
職
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

に
な
る
た
め
に
必
要
な「
知
識
・
理
論
」と「
実
践
的
な
ス

キ
ル
」の
両
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
大
学
で
す
。

教
育
課
程（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）は
、
産
業
界
、
地
域
社
会

と
大
学
が
連
携
し
て
編
成
し
、
講
義
だ
け
で
な
く
、
学
内
・

学
外
で
の
実
習
が
豊
富
に
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

卒
業
後
は
、
即
戦
力
の
専
門
職
と
し
て
、
そ
し
て
現
場

の
最
前
線
に
立
つ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。さ

ら
に
、
専
攻
す
る
職
業
に
関
連
す
る
他
分
野
も
学
び
、

専
門
分
野
と
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
前
例
に
と
ら
わ
れ

な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
就
職
し
た
業
界
や
職
業

の
変
化
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
が
育
つ
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
専
門
職
大
学
で
は
、
優
れ
た
専
門
技
能

等
を
も
っ
て
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
専

門
職
業
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

な
お
、
専
門
職
大
学
は
、
学
校
教
育
法
第
一
条
の「
大

学
」に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
決
し
て
既
存
の
大
学
よ
り

も
一
段
低
い
高
等
教
育
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
質
の
高

い
職
業
教
育
を
行
う
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
従
来
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
大
学
と
並
び
立
つ
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
で

あ
る
こ
と
に
御
留
意
く
だ
さ
い
。

従
来
の
大
学
や
専
門
学
校
と
の
違
い
は
？

従
来
の
大
学
は
幅
広
い
教
養
や
学
術
研
究
の
成
果
に
基

づ
く
知
識
・
理
論
と
そ
の
応
用
の
教
育
、
す
な
わ
ち
、
比

較
的
、
学
問
的
色
彩
の
強
い
教
育
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
専
門
学
校
は
、
資
格
試
験
合
格
な
ど
、
特
定
職

種
の
実
務
に
直
接
必
要
と
な
る
知
識
や
技
能
の
教
育
、
す

な
わ
ち
実
践
的
な
教
育
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

専
門
職
大
学
で
は
、
従
来
の
大
学
と
専
門
学
校
の
長
所

を
取
り
入
れ
て
、
理
論
に
も
裏
付
け
ら
れ
た「
高
度
な
実

践
力
」と「
豊
か
な
創
造
力
」を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

専門職大学・専門職短期大学制度がスタート
〜2019年4月に新しいタイプの大学が55年ぶりに誕生〜

文部科学省高等教育局専門教育課

2019年4月に専門職大学・専門職短期大学制度がスタートしました。
新しいタイプの大学制度が創設されるのは、1964年の短期大学制度創設

以来55年ぶりです。
専門職大学・専門職短期大学とはどんな大学なのか、制度創設の背景や特

徴について説明します。

大学、専門学校との違い
修業年限 教員組織 学位・称号

専門職大学・
専門職短期大学

大学： 4年
短大： 2年
または 3年

・ 実務家教員を積極的に採用
・ 理論と実践を架橋する教育課

程に必要な研究者教員・実務
家教員を適切に配置

〈学位〉
学士（専門職）
短期大学士（専門職）

大学・短期大学 大学： 4年
または 6年
短大： 2年
または 3年

・ 研究者教員が中心 〈学位〉
学士
短期大学士

専門学校
（専修学校専門課程）

1年以上 ・ 実務に関する知識・技能を有
する教員が中心

〈称号〉
専門士
高度専門士

1
特 集
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専
門
職
大
学
は
な
ぜ
で
き
た
？

専
門
職
大
学
は
、
政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議
や
文
部

科
学
省
の
中
央
教
育
審
議
会
、
そ
し
て
国
会
で
の
審
議
を

経
て
学
校
教
育
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
2
0
1
9
年
度

か
ら
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

学
生
の
多
様
化

大
学
・
短
期
大
学
へ
の
進
学
率
上
昇
に
伴
い
、
進
学
す

る
学
生
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
育
を

受
け
る
こ
と
に
意
欲
・
適
性
を
持
っ
た
人
ば
か
り
で
な
く
、

職
業
技
能
の
教
育
に
適
性
を
持
っ
た
人
も
い
ま
す
。
し
か

し
、
高
学
歴
志
向
・
大
学
志
向
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
多
様

な
学
生
が
同
一
の
尺
度
で
大
学
選
び
を
行
っ
て
い
る
結
果
、

入
学
後
に
、
十
分
な
目
的
意
識
や
意
欲
を
持
っ
て
学
修
に

取
り
組
め
な
い
な
ど
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
例
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
変
化
の
激
し
い
社
会
に
お
い
て
は
、
社
会
人
の

学
び
直
し
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も
必
要
で
す
。

学
生
の
多
様
化
に
応
じ
て
教
育
も
多
様
化
し
て
い
く
こ

と
で
、
個
人
の
能
力
と
可
能
性
を
よ
り
一
層
開
花
さ
せ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

産
業
・
職
業
の
状
況

21
世
紀
の
経
済
社
会
に
お
い
て
は
、
知
識
・
技
術
が
日

進
月
歩
の
進
化
を
遂
げ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
波
も
押
し
寄

せ
、
産
業
構
造
の
転
換
の
ス
ピ
ー
ド
は
ま
す
ま
す
速
く
な

り
、
各
企
業
等
は
、
よ
り
流
動
的
で
先
行
き
不
透
明
な
状

況
の
中
で
の
競
争
に
面
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
産
業
・
職
業
が
次
々
と
生
ま
れ
る
一
方
、
今
あ

る
職
業
の
多
く
が
、
近
い
将
来
、
新
た
な
職
業
に
入
れ
替

わ
っ
て
い
く
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
仕
事
が
機
械

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
置
き
換
え
ら
れ
、
人
が
担
う
業
務
は
、

よ
り
人
間
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
う
業
務
へ
と
移

行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
職
業
人
養
成
の
在
り
方

こ
の
よ
う
な
中
で
、
日
本
が
今
後
も
成
長
・
発
展
を
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、
成
長
分
野
等
へ
の
人
材
シ
フ
ト
を
円

滑
に
進
め
る
と
と
も
に
、
事
業
の
現
場
で
様
々
な
変
化
へ

の
対
応
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
成
長
分

野
等
に
お
い
て
必
要
な
能
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
と

り
わ
け
、
変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
で
事
業
の
現

場
の
中
核
を
担
い
、
現
場
レ
ベ
ル
の
改
善
や
革
新（
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
）を
け
ん
引
し
て
い
け
る
人
材
の
養
成
強
化
が

課
題
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
人
材
が
、
事
業
活
動
の
最

前
線
に
立
ち
、
新
規
事
業
へ
の
進
出
や
海
外
展
開
等
に
際

し
て
も
、
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
よ
う
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
現
在
の
職
業
の
中
で
の
専

門
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
将
来
の
変
化
を
見
据
え
た
よ

り
幅
広
い
力
を
育
て
る
と
い
う
両
面
に
応
え
た
人
材
育
成

が
必
要
で
す
。

す
な
わ
ち
、
座
学
や
理
論
の
教
育
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

産
業
界
等
と
連
携
し
て
、
①
専
門
分
野
に
お
け
る
高
度
で

実
践
的
な
専
門
性
を
身
に
付
け
る
と
同
時
に
、
②
専
門
の

中
で
閉
じ
る
こ
と
な
く
、
変
化
に
対
応
す
る
能
力
や
、
生

涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
る
た
め
の
力（
基
礎
的
・
汎
用
的
能

力
や
教
養
等
）を
備
え
た
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

現
行
の
大
学
が
自
ら
の
判
断
で
こ
の
よ
う
な
人
材
養
成

を
推
進
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
し
か
し
、
各
大
学
の
判

断
に
委
ね
、
事
実
上
の
取
組
を
待
つ
の
み
で
は
、
社
会
の

要
請
に
す
ば
や
く
応
え
て
い
く
上
で
は
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
質
の
高
い
実
践
的
な
職
業
教
育
を
行
う
大
学
の
姿

を
示
し
て
、
そ
の
仕
組
み
を
制
度
的
に
義
務
付
け
る
こ
と

で
社
会
が
求
め
る
専
門
職
業
人
養
成
を
加
速
さ
せ
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

専
門
職
大
学
の
五
つ
の
特
徴

専
門
職
大
学
で
は
、「
基
礎
科
目
」で
特
定
の
分
野
に

と
ら
わ
れ
な
い
一
般
的
な
基
礎
・
汎
用
科
目
や
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
た
め
の
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目
を
学
修
し
ま

す
。
そ
し
て「
職
業
専
門
科
目
」で
特
定
の
職
業
に
関
す
る

専
門
的
な
科
目
を
学
修
し
ま
す
。「
展
開
科
目
」で
は
他
分

野
に
つ
い
て
学
び
、
応
用
力
・
創
造
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

最
後
に「
総
合
科
目
」で
そ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を
統
合

し
、
実
践
力
と
創
造
力
を
総
合
的
に
向
上
さ
せ
ま
す
。

特
徴
1	

授
業
の
3
分
の
1
以
上
は
実
習
・
実
技

特
定
の
職
業
に
関
す
る
卓
越
し
た
技
能
を
育
成
す
る
た

め
、
卒
業
に
必
要
な
単
位
の
約
3
分
の
1
以
上
を
実
習
・

実
技
科
目
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
20
単
位
以
上

（
4
年
制
の
場
合
）は
企
業
等
で
の
実
習
で
す
。

ま
た
、
企
業
等
の
現
場
で
現
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
生
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専門職大学・専門職短期大学制度がスタート
〜2019年4月に新しいタイプの大学が55年ぶりに誕生〜

き
た
知
識
・
技
能
を
教
え
る
た
め
、
実
務
の
経
験
を
有
す

る
教
員（
実
務
家
教
員
）を
数
多
く
配
置
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
育
課
程（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）は
産
業
界
や
地

域
社
会
の
意
見
を
聴
い
て
編
成
さ
れ
、
な
り
た
い
職
業
に

直
結
す
る
内
容
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
富
な
実
習
等
で
就
職
後
に
役
立
つ
高
度

な「
実
践
力
」を
身
に
付
け
ま
す
。

特
徴
2	

理
論
と
実
践
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ぶ

実
践
的
な
教
育
だ
け
で
な
く
理
論
の
教
育
も
重
視
し
て

い
ま
す
。
座
学
で
学
ん
だ
理
論
の
知
識
を
実
習
等
で
の
実

体
験
を
通
じ
て
定
着
・
発
展
さ
せ
ま
す
。

授
業
は
、
理
論
に
精
通
し
た
研
究
者
と
各
業
界
の
現
場

経
験
豊
富
な
実
務
家
の
両
方
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

大
講
義
室
等
で
の
一
斉
指
導
中
心
の
授
業
で
は
な
く
、
実

践
的
な
職
業
教
育
の
授
業
を
効
果
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

原
則
40
人
以
下
の
少
人
数
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

特
徴
3	

超
・
長
期
の
企
業
内
実
習
で
現
場
を
体
験

4
年
制
大
学
の
場
合
、
通
算
6
0
0
時
間
以
上
に
も
お

よ
ぶ
超
・
長
期
の
企
業
内
実
習
を
行
い
ま
す（
例
え
ば
、
1

日
8
時
間
、
週
5
日
の
場
合
、
3
〜
4
か
月
）。

企
業
内
実
習
は
、
実
習
先
に
丸
投
げ
す
る
こ
と
な
く
専

門
職
大
学
が
主
体
的
に
実
習
先
と
の
協
議
の
も
と
、
学
習

内
容
や
到
達
目
標
、
成
績
評
価
基
準
等
を
設
定
し
ま
す
。

学
生
は
、
実
際
の
現
場
で
生
き
た
知
識
と
技
術
を
学
び
、

問
題
解
決
で
き
る
思
考
力
も
養
い
ま
す
。

	
 

専
攻
す
る
職
業
に
関
連
す
る
他
分
野
も

学
び
応
用
力
を
身
に
付
け
る

専
門
職
大
学
で
は
、
専
門
分
野
の
み
な
ら
ず
関
連
す
る

他
分
野
も
学
ぶ
こ
と
が
制
度
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
4
年
制
の
場
合
、
20
単
位
以
上
）。

例
え
ば
、
医
療
福
祉
の
分
野
で
は
今
後
、
I
C
T
や
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
等
が
更
に
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
医
療
福
祉
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
情
報

学
や
経
営
学
な
ど
異
な
る
分
野
の
知
識
を
身
に
付
け
る
こ

と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

専
門
分
野
の
能
力
に
加
え
て
他
分
野
の
能
力
も
身
に
付

け
、
そ
れ
ら
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
変
化
に
対
応
し

て
新
た
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
創

造
的
な
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

特
徴
4

1
特 集

実習
実技

実習・実技で
実践力を強化

理論 実践

理論と実践を
バランスよく

学ぶ

専門職大学

企業内実習は
600時間以上

大学

他分野も学び豊かな
創造力を養う

分野

A
分野

B ！
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特
徴
5	

大
学
卒（
短
大
卒
）の
学
位
が
と
れ
る

卒
業
生
に
は
、
学
士（
専
門
職
）、
短
期
大
学
士（
専
門

職
）の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
学
位
は
、
一
般

の
大
学
が
授
与
す
る「
学
士
」「
短
期
大
学
士
」に
相
当
す

る
も
の
で
す
。

大
学
卒
・
短
期
大
学
卒
の
人
材
と
し
て
就
職
や
大
学
院

進
学
、
留
学
が
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
大
学
が
あ
り
ま
す
か
？

専
門
職
大
学
は
、
成
長
分
野
、
例
え
ば
、
農
業
、
情

報
、
観
光
、
医
療
・
保
健
、ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
分
野（
マ
ン
ガ
、

ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
食
な
ど
）等
で
の
開
設

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
職
大
学
を
開
設
す
る
た
め
に
は
、
文
部
科
学
大
臣

の
認
可
を
受
け
る
必
要
等
が
あ
り
ま
す
。
制
度
初
年
度
で

あ
る
2
0
1
9
年
度
は
3
校
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
各
校

の
概
要
は
次
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

ど
の
よ
う
な
学
生
に
向
い
て
い
ま
す
か
？

や
り
た
い
仕
事
、
な
り
た
い
職
業
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い

る「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
志
向
」の
学
生
や
、
高
度
な
実
践
力

を
身
に
付
け
、
成
長
分
野
や
地
域
産
業
の
変
革
の
担
い
手

に
な
り
た
い
学
生
、
専
門
高
校
で
学
ん
だ
経
験
を
い
か
し

て
進
学
し
た
い
学
生
な
ど
に
適
し
た
大
学
で
す
。

卒
業
生
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

専
門
職
大
学
の
卒
業
生
は
、
在
学
中
に
専
攻
す
る
職
業

の
理
論
と
実
践
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ん
だ
人
材
と
し
て
、
卒

業
後
に
は
即
戦
力
の
専
門
職
と
し
て
、
そ
し
て
現
場
の
最

前
線
に
立
つ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
専
攻
す
る
職
業
に
関
連
す
る
他
分
野
も
学
び
、

応
用
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
前
例
に
と
ら
わ
れ

な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
就
職
し
た
業
界
や
職
業

の
変
化
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
こ
と
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

進
路
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

専
門
職
大
学
は
、
今
後
、
様
々
な
職
業
分
野
で
開
設
が

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
専
門
職
学
部
・

専
門
職
学
科
」の
制
度
も
設
け
ま
し
た
の
で
、
既
存
の
大

学
の
中
に
専
門
職
学
科
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

受
験
生
や
そ
の
保
護
者
の
皆
様
、
進
路
指
導
担
当
教
員

等
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
進
路
を
御
検
討
す
る
際

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
御
検
討
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。ま

た
、
産
業
界
や
地
域
の
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
専
門
職
大
学
の
運
営
に
御
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※ 

専
門
職
大
学
制
度
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

サ
イ
ト
及
びY

ouT
ube

動
画
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
御

覧
く
だ
さ
い
。

学位を取得
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専門職大学・専門職短期大学制度がスタート
〜2019年4月に新しいタイプの大学が55年ぶりに誕生〜

国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
職
大
学

	

国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
学
部東

京
都
、
大
阪
府
、
愛
知
県

本
学
は
日
本
で
唯
一
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
専
門
職
大
学
と
し
て
、
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
界
と

連
携
し
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま

す
。本

学
部
で
は
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に
至
る

ま
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
流
れ
を
包
括
的
に
理
解
し
、

産
業
界
の
未
来
を
創
造
す
る
国
際
教
養
を
養
い
ま
す
。
指

導
陣
に
は
、
国
内
外
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
の
プ
ロ
経
験
を
持
つ
実
務
家
教
員
を
多
数
配
置
し
て
い

ま
す
。
海
外
実
習
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
は
、
欧
米
・
ア

ジ
ア
な
ど
海
外
の
幅
広
い
地
域
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
大
学

	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

高
知
県

本
学
で
は
、
全
国
に
先
行
し
高
齢
化
が
進
行
す
る
高
知

県
と
い
う
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や

介
護
予
防
等
の
地
域
住
民
の
健
康
増
進
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
自
立
支
援
、
障
が
い
児
の
教
育
支
援
、
障
が
い
者

の
就
労
支
援
や
生
活
活
動
支
援
等
の
地
域
社
会
の
取
組
に

お
い
て
、
多
職
種
と
連
携
・
協
働
し
、
中
核
的
な
役
割
を

担
え
る
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
を
育

成
し
ま
す
。
基
盤
と
な
る
実
践
的
な
知
識
と
技
術
に
加
え
、

医
療
や
介
護
に
資
す
る
機
器
の
研
究
・
開
発
や
、
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
等
、
専
門
性
を
主
体
的
に
探
究
す
る
能
力
も

育
成
し
ま
す
。

ヤ
マ
ザ
キ
動
物
看
護
専
門
職
短
期
大
学 

	

動
物
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
学
科 

（
修
業
年
限
3
年
）東

京
都

1
9
6
7
年
の
創
立
以
来
、
動
物
看
護
分
野
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
教
育
・
研
究
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
学
校

法
人
ヤ
マ
ザ
キ
学
園
は
、
産
業
界
と
と
も
に
つ
く
る
新
制

度
の
専
門
職
短
期
大
学
の
第
1
号
と
し
て
、
東
京
都
渋
谷

区
松
濤
に
本
学
を
開
学
し
ま
し
た
。
本
学
科
で
は
、
日
本

の
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
ア
ニ
マ
ル
の
生
か

ら
死
ま
で
に
寄
り
添
う「
訪
問
看
護
・
在
宅
ケ
ア
」を
特
色

に
科
目
を
配
置
し
ま
し
た
。
人
と
動
物
の
豊
か
で
平
和
な

社
会
を
構
築
し
、
ペ
ッ
ト
関
連
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
べ

く
、
産
業
界
と
消
費
者（
飼
い
主
）と
動
物
を
つ
な
ぐ
新
し

い
価
値
観
を
持
っ
た
動
物
看
護
師
を
養
成
し
ま
す
。

1
特 集

国際ファッション専門職大学テレビ CM

高知リハビリテーション専門職大学校舎

ヤマザキ動物看護専門職短期大学
訪問看護・在宅ケアイメージ
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動画シリーズ：新学習指導要領が目指す
外国語の授業改善

文部科学省初等中等教育局情報教育・外国語教育課 外国語教育推進室

中
学
校
で
は
、自
ら「
言
い
た
い
こ
と
を

ど
う
表
現
す
る
か
」考
え
る
こ
と
が
大
切

茨
城
県
下
妻
市
立
下
妻
中
学
校
に
御
協
力
い
た
だ
き
、

中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
授
業
動
画
及

び
山
田
誠
志
教
科
調
査
官
と
木
村
涼
子
教
諭
と
の
対
談
動

画
を
収
録
・
公
開
し
ま
し
た
。

英
語
で
や
り
取
り
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て

授
業
は
、
教
科
書
を
開
か
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影

し
た
本
日
学
習
す
る
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
と
、
そ
の
絵

に
つ
い
て
説
明
す
る
木
村
涼
子
教
諭
が
話
す
英
語
を
聞
く

活
動
で
始
ま
り
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
、「
教
科
書
の
○
ペ
ー

ジ
を
開
き
ま
し
ょ
う
」と
い
う
指
示
に
従
い
、
教
科
書
本

文
を
読
む
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
木
村
教
諭

は
、
何
人
か
の
生
徒
を
指
名
し
、
聞
き
取
っ
た
情
報
に
つ

い
て
英
語
で
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
指
名
さ
れ
た
生
徒
も
、

何
と
か
英
語
で
答
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
お

り
、
英
語
の
授
業
は
基
本
的
に
英
語
で
進
行
し
て
い
く
こ

と
が
自
然
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
教
師
と
生
徒
の
や
り
取
り
を
経
て
、
こ
の
時

間
の
メ
イ
ン
の
活
動
で
あ
る
、「w

ill

を
使
っ
た
や
り
取
り
」

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
か
つ
て
の
授
業
の
よ
う
に
、

「
助
動
詞w

ill

は
未
来
の
こ
と
を
表
し
、
そ
の
直
後
に
は
動

詞
の
原
形
が
き
ま
す
。」と
言
っ
た
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
徒
も
、
戸
惑
う
様
子
は
な
く
、「
き
っ
と
こ
う
い
う
意

味
だ
ろ
う
。」「w

ill

を
使
え
ば
い
い
ん
だ
な
。」な
ど
と
、
推

測
し
な
が
ら
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
考
え
、「
間
違
え

て
も
よ
い
か
ら
、
ま
ず
口
に
出
し
て
み
よ
う
。」と
い
う
姿

勢
が
う
か
が
え
ま
す
。
生
徒
は
ペ
ア
に
な
り
、
お
互
い
の
週

末
の
予
定
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
含
め
た
や
り
取
り
を
笑

顔
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
時
の
ね
ら
い
に
つ
い
て（
対
談
動
画
よ
り
）

聞
き
手
：
今
回
の
授
業
に
当
た
り
、
先
生
が
ね
ら
い
と
し

た
こ
と
は
何
で
す
か
。

木
村
教
諭
：
助
動
詞w

ill

を
使
い
、
こ
れ
か
ら
し
よ
う
と

す
る
こ
と
を
友
達
と
や
り
取
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

ね
ら
い
の
一
つ
と
し
ま
し
た
。
生
徒
が
自
分
の
考
え
を
友

達
と
や
り
取
り
し
、
情
報
を
交
換
で
き
る
よ
う
に
、
工
夫

を
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
生
徒
の
生
の
声
、
自
然
な

外国語教育推進室では、文部科学省公式チャンネルであるYouTube mextchannelにおいて、
新学習指導要領のポイント、授業改善のポイントを動画で公開しています。今号では、中学校外国語・
高等学校外国語の授業改善に資する動画について御紹介します。また、中学校での指導にすぐに活
用できる指導例を、文部科学省ホームページに公開し、現場の先生方を強力にバックアップしてい
ます。

〜今回御紹介した「YouTube動画シリーズ」にはこちらからアクセス！〜
https://www.Youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f

特 集

2
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動画シリーズ：新学習指導要領が目指す外国語の授業改善

表
情
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
よ
う
な
授
業
に
し
た
い
と
日

頃
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

生
徒
が
本
当
に
言
い
た
い
こ
と
を
言
わ
せ
る
授
業
が

大
切

聞
き
手
：
授
業
を
振
り
返
っ
て
、
率
直
な
感
想
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

木
村
教
諭
：
今
回
の
授
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
と
大

き
く
変
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
文
法
な
ど
の

学
習
事
項
を
繰
り
返
し
練
習
し
、
指
導
す
る
授
業
を
テ
ン

ポ
よ
く
行
う
」こ
と
か
ら
、「
生
徒
の
意
見
を
引
き
出
す
た

め
に
、
言
い
た
い
こ
と
を
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
る
時
間
を
与

え
る
」こ
と
に
変
化
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
、
定
型

文
を
機
械
的
に
覚
え
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
指
導
に

よ
り
文
法
等
を
暗
記
さ
せ
、
モ
デ
ル
会
話
を
繰
り
返
し
練

習
し
て
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
教
師
自
身
も
安
心

し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
は
、
生
徒
が

本
当
に
言
い
た
い
こ
と
を
や

り
取
り
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。

教
師
が
対
話
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
せ
ず
に
、
生
徒
に
任

せ
る
と
、
こ
ち
ら
が
想
像
も

つ
か
な
い
こ
と
を
、
子
供
た

ち
は
何
と
か
英
語
を
使
っ
て

表
現
し
よ
う
と
努
力
し
ま

す
。
最
初
は
子
供
た
ち
も
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
、
対
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
に
英
語
を
使
う
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
で
は
、生
徒
の
将
来
を
見
据
え
た

チ
ー
ム
で
の
授
業
設
計
を

高
等
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、
立
教
大
学
松
本
茂
教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
収

録
・
公
開
し
ま
し
た
。

外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
で
人
生
を
豊
か
に

聞
き
手
：
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
ま
た
社
会
の
変
化
の
予

測
が
つ
き
に
く
い
時
代
に
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

松
本
教
授
：
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
基
本
的
に
す
べ
て
の
子

供
た
ち
に
と
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
外
国
の
方
と
仲
良
く
、
軋あ
つ

轢れ
き

の
な
い
社
会

を
作
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
た
め
に
、
外

国
語
を
学
習
す
る
と
い
う
体
験
は
非
常
に
重
要
で
す
。
ま

た
、
外
国
語
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
な
豊
か

さ
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
人
生
が
精
神
的
に
も
豊
か
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
生
徒
た
ち
に
は
体
験
し
て
も
ら
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
英
語
を
公
用
語
の
一
つ
と
す
る
日
本
の

企
業
も
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
今
よ
り
も
外
国
語
の
力

が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

授
業
で
生
徒
が
英
語
に
触
れ
、
使
う
機
会
を
増
や
す

聞
き
手
：
前
回
の
高
校
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
と
き
か
ら

授
業
は
英
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
と
い
う
こ
と
を

入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

松
本
教
授
：
基
本
的
に
は
生
徒
が
た
く
さ
ん
の
英
語
を

使
っ
て
授
業
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
す
る
と
い
う
の

が
重
要
で
す
。
教
師
が
ず
っ
と
英
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の

を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
生
徒
が
家
庭
で
準
備

し
て
き
た
こ
と
を
授
業
中
に
他
の
生
徒
と
や
り
取
り
を
す

る
、
発
表
す
る
、
質
疑
応
答
を
す
る
な
ど
の
活
動
で
英
語

を
使
う
場
面
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
が
趣
旨
だ

と
考
え
ま
す
。
教
師
が
英
語
で
文
法
の
説
明
を
す
る
と
か
、

問
題
演
習
を
教
師
が
英
語
で
指
示
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
授
業
を
通
し
て
、
生
徒
が
英
語
に
触
れ
る
機
会
を

増
や
す
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
校
が
目
指
す
教
育
の
共
有
と

指
導
方
法
の
継
承
が
カ
ギ

聞
き
手
：
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
と
い
う
観
点
か
ら
も
英
語

教
育
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

松
本
教
授
：
一
つ
は
、
や
は
り
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
し

た
管
理
職
が
ど
う
い
う
教
育
を
目
指
す
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
と
提
示
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
も
う
一
つ
は
、
英
語
科
の
教
師
の
足
並
み
が
揃
わ

ず
、
ば
ら
ば
ら
で
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
な
い
状
況
の
改
善
で

す
。
同
じ
高
等
学
校
の
英
語
教
師
が
、
多
少
の
個
性
の
違

特 集
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い
は
あ
れ
ど
、基
本
的
に
は
、

扱
う
教
材
、
授
業
の
ペ
ー

ス
、
評
価
方
法
、
授
業
の
ス

タ
イ
ル
を
揃
え
て
実
施
で
き

る
よ
う
に
、
求
め
る
べ
き
学

習
の
成
果
や「
英
語
を
使
っ

て
何
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

か
」と
い
う
学
習
到
達
目
標

を
設
定
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

生
徒
の
将
来
を
見
据
え
た
長
期
的
な
視
野
で

授
業
設
計
を

聞
き
手
：
そ
れ
で
は
最
後
に
高
校
の
先
生
方
に
何
か
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
本
教
授
：
高
校
の
先
生
方
は
本
当
に
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て
い
ま
す
し
、
敬
服
す
る
ば
か

り
で
す
が
、
や
は
り
生
徒
が
40
歳
50
歳
に
な
っ
た
と
き
に

ど
う
い
う
社
会
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
と
き
に
ど
う
い
う
英

語
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
是
非
考
え
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
近
々
に
は
大
学
入
試
と
い
う
の
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
先
を
見
据
え
て
ど
う
い
う
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
か
、
ど
う
い
う
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
の
か
、

そ
の
た
め
に
は
今
の
高
校
の
英
語
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
な

の
か
と
い
う
、
長
い
ス
パ
ン
で
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
入
試
を
体
験
し
な
い
よ
う
な
生
徒
さ
ん
が
多
い
学
校

に
お
い
て
も
同
様
で
、
社
会
に
出
て
か
ら
英
語
が
で
き
れ
ば

よ
り
良
い
仕
事
や
、
よ
り
良
い
貢
献
が
で
き
る
と
い
う
よ
う

な
発
想
で
、
何
年
か
し
た
ら
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た

い
な
、
あ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た
い
な
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
授
業
設
計
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
等
学
校
は
、
統
合
的
な
言
語
活
動
の

充
実
が
ポ
イ
ン
ト

茨
城
県
立
取
手
第
一
高
等
学
校
及
び
千
葉
県
立
松
戸
国

際
高
等
学
校
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
新
学
習
指
導
要
領
の

趣
旨
を
踏
ま
え
た
授
業
の
様
子
と
、
授
業
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
公
開
し
て
い
ま
す
。（
聞
き
手
：
下
山
田
芳
子
教

科
調
査
官
）

授
業
展
開
例
　
1

千
葉
県
立
松
戸
国
際
高
等
学
校
　
安
斎 

祐
介 

教
諭

安
斎
教
諭
は
、
日
常
的
な
話
題
に
つ
い
て
、
使
用
す
る

語
句
や
文
を
示
し
な
が
ら
、
情
報
や
考
え
、
気
持
ち
な
ど

を
話
し
て
伝
え
合
う
や
り
取
り
を
す
る
指
導
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、「
読
む
こ
と
」の
活
動
を
踏
ま
え
た「
話
す
こ
と
」

の
活
動
で
は
、
課
題
の
遂
行
に
当
た
っ
て
生
徒
が
ど
の
程
度

自
分
の
力
で
対
処
で
き
る
か
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
あ
れ

ば
課
題
を
遂
行
で
き
る
か
な
ど
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。
生

徒
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
途
中
で
、
各
グ
ル
ー

プ
の
生
徒
と
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
、
要
点
を
つ
か
め
て
い

る
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
内
容
を
理
解
す
る
た

め
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

後
に
は
ペ
ア
で
伝
え
合
う
活
動
を
行
い
、
生
徒
が
発
話
す

る
機
会
を
増
や
す
な
ど
、
学
習
形
態
に
つ
い
て
適
宜
工
夫

し
て
い
ま
す
。

授
業
展
開
例
　
2

茨
城
県
立
取
手
第
一
高
等
学
校
　
花
沢 

典
行 

教
諭

本
時
は「
仮
定
法
過
去
」を
扱
う
授
業
で
す
が
、
用
語

や
用
法
の
説
明
か
ら
入
る
の
で
は
な
く
、
授
業
の
一
週
間

後
に
控
え
た
修
学
旅
行
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、
生
徒
の
興

味
を
引
く
話
題
を
選
び
な
が
ら
、
意
味
の
あ
る
文
脈
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
取
り
扱
っ
た
り
、
既
習
事
項

と
の
違
い
に
気
づ
か
せ
た
り
し
て
学
習
を
進
め
て
い
き
ま

す
。さ

ら
に
、
活
動
を
行
う
前
に
評
価
の
規
準
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
ど
こ
に
気
を
付
け
て
活
動
に
取
り
組
め
ば
よ
い
の
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動画シリーズ：新学習指導要領が目指す外国語の授業改善

か
生
徒
自
身
が
把
握
し
、
自
律
的
な
学
び
、
主
体
的
な
学

び
を
促
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
英
語
の
授
業
を
通
し
て
英

語
力
を
伸
ば
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ミ
ス
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
や
他
者
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
、

仲
間
と
協
力
す
る
姿
勢
を
養
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
移
行
期
間
に

お
け
る
教
師
用
指
導
資
料
を
公
開

文
部
科
学
省
で
は
、
学
習
指
導
要
領
、
解
説
に
書
か
れ

て
い
る
理
念
、
ポ
イ
ン
ト
を
具
体
化
し
た
授
業
が
全
国
の

学
校
で
広
く
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
、
今
回

御
紹
介
し
た
動
画
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
様
々
な
方
法
で

先
生
方
を
力
強
く
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
度
、
中
学
校
の
授
業
改
善
に
資
す
る
指
導
資
料
を

文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

小
中
接
続
に
係
る
、中
学
校
1
年
生
4
月
の
指
導
例

小
学
校
で
の
学
習
内
容
が
増
加
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、 

中
学
校
で
は
、
特
に
入
学
直
後
の
段
階
に
お
い
て
、
小
学

校
で
の
学
習
事
項
を
生
か
し
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
文
部
科
学
省
で
は
、
中
学
校
の
教
科
書
の
学
習

に
入
る
前
の
段
階
を
想
定
し
た
、
12
時
間
分
の
指
導
例
を

公
開
し
ま
し
た
。

指
導
例
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

○	 

現
在
小
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
るW

e C
an! 

に
準
拠

○	 W
e C
an! 

の
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
言
語
活
動
等
を
再
利
用

○	

授
業
で
使
用
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
一
部
を
提
供

○	 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
読
み
・
書
き
に
つ
い
て
も
、
改
め
て

丁
寧
に
指
導

の
四
つ
の
項
目
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

帯
活
動
に
係
る
、中
学
校
1
〜
2
年
生
用
の
指
導
例

小
学
校
の
外
国
語
科
の
授
業
で
は
、
簡
単
な
表
現
を

用
い
、
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
を
や
り
取
り
す
る
活
動

（Sm
all T

alk

）を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
も
こ

の
活
動
を
継
続
し
、
新
学
習
指
導
要
領
で
新
た
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
話
す
こ
と［
や
り
取
り
］の
言
語
活
動
が
、
す
べ

て
の
中
学
校
で
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
10
分
程
度
で
実
施
で
き
る
活
動
例
を
公
開
し

ま
し
た
。

指
導
例
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

○	

身
近
な
話
題
で
、
考
え
や
気
持
ち
が
や
り
取
り
で
き
る

○	

対
話
を
継
続
さ
せ
る
表
現
が
身
に
付
け
ら
れ
る

○	

語
彙
の
増
加
に
対
応
で
き
る

○	

活
動
→
指
導
→
活
動
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
定
着
す
る

の
四
つ
の
項
目
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

特 集
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今
後
も
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
参
考
資
料
を

継
続
し
て
公
開

小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
を
翌
年
に
、
中
学

校
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
を
2
年
後
に
控
え
、
全
国

の
小
学
校
及
び
中
学
校
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
向
け

た
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
と
し
て
も
、
先

生
方
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
、
今
回
御
紹

介
し
た
動
画
資
料
や
指
導
例
の
公
開
な
ど
を
、
今
後
も
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
都
道
府
県
等
指
導
主
事
が
集
う
連
絡
協

議
会
で
の
最
新
情
報
の
周
知
、
教
科
調
査
官
の
全
国
で
の

講
演
や
講
義
で
の
伝
達
な
ど
の
機
会
も
活
用
し
、
す
べ
て

の
学
校
で
、
授
業
改
善
が
進
ん
で
い
く
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

★今回御紹介した指導資料は、コチラ！
http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1414459.htm

　「文部科学省」「中学校外国語」「移行期間」「指導資料」で検索！

★コチラで、外国語教育全般の情報をゲット！
http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index.htm

　「文部科学省」「外国語教育」で検索！
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ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
人
工
知
能（
A
I
）の
背
後
に
あ
る

「
数
学
」。
数
学
パ
ワ
ー
を
い
か
に
発
揮
す
る
か
が
今
後
の

発
展
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の
取
組
に

お
け
る
成
果
を
一
般
の
方
に
向
け
て
発
信
す
る
場
と
し
て

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

昨
今
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
や
A
I（
人
工
知
能
）

の
急
激
な
進
歩
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
技
術
の
急
激
な
進
歩
は
、
情
報
科
学

分
野
の
み
な
ら
ず
数
学
の
力
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な「
数
学
」の
持
つ
パ
ワ
ー

は
外
か
ら
は
見
え
づ
ら
く
、
一
般
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な「
数
学

の
持
つ
パ
ワ
ー
」を
一
般
の
方
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
数
学
パ
ワ
ー
が
世
界
を
変
え
る

2
0
1
9
」を
、
3
月
10
日（
日
）か
ら
3
月
11
日（
月
）

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

「
数
学
パ
ワ
ー
が
世
界
を
変
え
る
2
0
1
9
」の

開
催

1
日
目
：C

R
E
S
T

・
さ
き
が
け
・A

IM
a
P

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

初
日
の
3
月
10
日（
日
）は
、
午
前
10
時
の
開
会
時
に

は
満
員
に
近
い
盛
況
と
な
り
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
中
で
の
開

会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
文
部
科
学
省
の
千
原
由
幸
大
臣
官
房
審
議
官
、

科
学
技
術
振
興
機
構
の
後
藤
吉
正
理
事
か
ら
開
会
挨
拶

の
後
、
午
前
中
は
、「
最
適
化
／
マ
ッ
チ
ン
グ
問
題
と
そ

の
応
用
」に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
東

京
大
学
大
学
院
情
報
理
工
学
系
研
究
科
の
岩
田
覚
教
授

（
C
R
E
S
T「
数
理
モ
デ
リ
ン
グ
」領
域
）か
ら
微
分
代

数
方
程
式
モ
デ
ル
の
最
適
化
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
株
式
会
社
富
士
通
研
究
所 

人
工
知
能
研

究
所
の
岩
下
洋
哲
氏
、
九
州
大
学
マ
ス
・
フ
ォ
ア
・
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
研
究
所
の
神
山
直
之
准
教
授（
さ
き
が
け「
数
学
協

働
」領
域
）か
ら
、
保
育
所
の
入
所
希
望
者
と
入
所
先
の

保
育
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
、「
き
ょ
う
だ
い
を
同
じ

保
育
所
に
入
れ
る
」と
い
う
条
件
を
課
す
と
問
題
が
難
し

く
な
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
こ
の
問
題
に
数
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
市
町
村
の
担
当

者
が
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
き
た
保
育
所
入
所
選
考
の

業
務
が
自
動
化
さ
れ
、
市
町
村
な
ど
で
実
用
化
さ
れ
て
い

る
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
川
上
量
生
カ
ド
カ
ワ（
株
）取
締
役
か
ら「
経

営
に
数
学
は
必
要
か
」と
題
し
て
招
待
講
演
が
行
わ
れ
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
数
学
が
必
要
と
さ
れ
る
の

か
、
数
学
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
世
界
が
広
が
る
の
か
、
な

ど
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
は「
生
命
現
象
の
数
理
と
そ
の
応
用
」に
つ
い
て
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学

研
究
院
の
栄
伸
一
郎
教
授
よ
り「
分
化
の
波
を
通
し
て
見

る
数
理
モ
デ
ル
構
築
と
解
析
の
た
め
の
新
し
い
試
み
」と
題

し
て
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
の
視
覚
中
枢
に
お
け
る
細
胞
分

化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
記
述
す
る
数
理
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
し

た
研
究
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
こ
の
数
理
モ
デ
ル

を
検
証
す
る
た
め
の
実
験
研
究
を
行
っ
て
い
る
、
金
沢
大

数
学
パ
ワ
ー
が
世
界
を
変
え
る
2
0
1
9

2
0
1
9
年
3
月
10
日（
日
）〜
11
日（
月
）

文
部
科
学
省
委
託
事
業「
数
学
ア
ド
バ
ン
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（A

IM
aP

）」・J
S
T

 C
R
E
S
T

／
さ
き
が
け
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

文
部
科
学
省
研
究
振
興
局
基
礎
研
究
振
興
課

数学パワーが世界を変える2019 ポスター
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た
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

「
数
学
パ
ワ
ー
が
世
界
を
変
え
る
2
0
1
9
」の

開
催

2
日
目
：
さ
き
が
け「
数
学
協
働
」2
期
生
成
果
報
告
会

2
日
目
の
3
月
11
日（
月
）は
、さ
き
が
け「
数
学
協
働
」

領
域
の
2
期
生
9
名
か
ら
、
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
9
名
の
う
ち
4

名
の
研
究
者（
大
森
亮
介
、
中
嶋
浩
平
、
永
田
賢
二
、
奈

良
高
明
の
各
氏
）か
ら
、
数
学
以
外
の
分
野
の
研
究
者
と

話
を
す
る
際
に
ど
の
よ
う
な
困
難
が
あ
る
か
、
そ
の
困
難

を
ど
う
す
れ
ば
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
、
そ
の
先
に
ど
の
よ
う

な
良
い
こ
と
が
あ
る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
研
究

事
例
が
紹
介
さ
れ
、
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
C
R
E
S
T「
数
理
モ
デ
リ
ン
グ
」領
域

の
各
チ
ー
ム
の
研
究
者
や
さ
き
が
け「
数
学
協
働
」領
域
の

研
究
者
な
ど
か
ら
、
合
計
53
件
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
2
日

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
会
場
は
満
員
の
盛
況
で
熱
気
に

満
ち
た
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
北
海
道
大
学
電
子
科
学
研
究
所
の
寺
本
央
准
教

授
か
ら
は
、
非
ノ
イ
マ
ン
型
計
算
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
き
っ
か
け
に
北
海
道
大
学
と
日
立
製
作
所
と
の
イ
ジ

ン
グ
型
計
算
機
に
関
す
る
共
同
研
究
が
加
速
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
勝
者
の

ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
開
発
し
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
既
存
の
標

準
的
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
上
回
る
性
能
を
示
す
な
ど
の
成
果

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、（
株
）村
田
製
作
所
の
檜
貝
信
一
氏
か
ら
は
、

九
州
大
学
マ
ス
・
フ
ォ
ア
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
研
究
所
／
大
学

院
数
理
学
研
究
科
と
東
京
大
学
大
学
院
数
理
科
学
研
究
科

と
の
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
全
固
体
電
池
化
に
必
要
と
な
る
、
固

体
電
解
質
中
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
伝
導
機
構
の
解
明
に
数

学
の
力
を
借
り
ら
れ
な
い
か
と
い
う
問
題
を
数
学
者
に
対

し
て
提
起
し
、
共
同
研
究
に
つ
な
が
っ
た
事
例
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
回
答
者
の
4
割
近
く
が「
期

待
以
上
」と
答
え
る
な
ど
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
面
白
か
っ

学
新
学
術
創
成
研
究
機
構
の
佐
藤
純
教
授
か
ら
も「
昆
虫

の
複
眼
に
お
け
る
タ
イ
リ
ン
グ
パ
タ
ー
ン
の
制
御
メ
カ
ニ
ズ

ム
」と
題
し
た
発
表
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
広
島
大
学
大

学
院
理
学
研
究
科
の
李
聖
林
准
教
授
か
ら
は
、「
生
命
科

学
の
美
と
不
思
議
、
そ
し
て
謎
解
き
屋
の
反
応
拡
散
方
程

式
」と
題
し
た
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、A

IM
aP

事
業
の
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
、
九
州
大
学
マ
ス
・
フ
ォ
ア
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
研
究
所
の

福
本
康
秀
教
授
よ
りA

IM
aP

事
業
の
概
要
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
事
業
を
通
じ
て
数
学
と
諸
科
学
分

野
・
産
業
と
の
協
働
が
進
化
し
つ
つ
あ
る
三
つ
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
東
京
大
学
大
学
院
数
理
科
学
研
究
科
の
時
弘
哲

治
教
授
か
ら
は
、
数
理
科
学
研
究
科
と
農
学
生
命
科
学
研

究
科
と
の
合
同
の
合
宿
型
研
究
集
会
を
き
っ
か
け
に
、
釣
っ

た
魚
の
肉
の
品
質
が
劣
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
を
目
指
し

た
共
同
研
究
に
つ
な
が
っ
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
研
究
で
は
、
釣
っ
た
魚
が
大
気
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
魚
肉
中
の
タ
ン
パ
ク
質
分
解
制
御
系
が
破
た
ん
し
、
タ
ン

パ
ク
質
分
解
が
暴
走
す
る
こ
と
が
魚
肉
の
品
質
劣
化
の
一

講演会場の様子

AIMaP 公開ワークショップの様子

ポスター発表の様子
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お
わ
り
に

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
2
0
1
7
年
2
月
に
初
め
て
開
催

さ
れ
今
年
で
3
回
目
を
迎
え
た
も
の
で
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
1
日
目
1
2
8
名（
う
ち
企
業
15
名
、
大
学
等

99
名
、
そ
の
他
14
名
）、
2
日
目
73
名（
う
ち
企
業
5
名
、

大
学
等
64
名
、
そ
の
他
4
名
）の
参
加
が
あ
り
、
特
に
1

日
目
は
立
ち
見
も
出
る
な
ど
、
数
学
パ
ワ
ー
へ
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
今
後
聞
き
た
い
テ
ー
マ
と

し
て
、「
様
々
な
研
究
分
野
や
企
業
で
の
数
学
応
用
事
例
」

や「
数
学
者
と
他
分
野
・
企
業
と
の
共
同
研
究
事
例
」を

挙
げ
る
方
が
多
く
、
こ
れ
も
参
考
に
し
つ
つ
今
後
も
引
き

続
き
数
学
パ
ワ
ー
の
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「今後、数学・数理科学関係でどのような話を聞きたいか」
に対する参加者の回答

様々な研究分野での数学応用事例

数学・数理科学研究者と企業・他分野
との共同研究事例

企業での数学応用事例

数学自体の面白さや不思議さ

その他

0 5 10 15 20 25 30
（人）
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文
化
庁
参
事
官（
芸
術
文
化
担
当
）付

第
22
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
受
賞
作
品
発
表

～
3
月
1
日
、東
京
・
銀
座
で
記
者
発
表
会
開
催
～

第
22
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
の
受
賞
作
品
が
決

定
し
、
平
成
31
年
3
月
1
日
に
東
京
・
銀
座
のG

inza 

S
ony P

ark

で
記
者
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

チ
コ
ち
ゃ
ん
等
受
賞
者
が
駆
け
付
け

受
賞
作
品
発
表

文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
は
ア
ー
ト
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ン
ガ
の
4
部
門
に
お
い
て
優

れ
た
作
品
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
受
賞
作
品
の
鑑
賞
機

会
を
提
供
す
る
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

す
。
平
成
9
年
度（
1
9
9
7
年
）の
開
催
以
来
、
高
い

芸
術
性
と
創
造
性
を
も
つ
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術
作
品
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
受
賞
作
品
の
展
示
・
上
映
や
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
受
賞
作
品
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

第
22
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
の
作
品
募
集
は
、

2
0
1
8
年
8
月
1
日
に
開
始
、
10
月
5
日
を
も
っ
て
終

了
し
、
今
回
も
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
応
募
総
数
は

4
3
8
4
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
海
外
か
ら
は
過
去
最
多

の
1
0
1
の
国
と
地
域
か
ら
2
4
5
3
作
品
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ー
ト
部
門
の
応
募
は
過
去
最
多
の

2
5
0
1 
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

各
部
門
の
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
を
実
施
し
、
高
い
芸

術
性
と
創
造
性
を
基
準
と
し
て
、
部
門
ご
と
に
大
賞
、
優

秀
賞
、
新
人
賞
を
選
定
。
受
賞
作
品
を
、
功
労
賞
と
審
査

委
員
会
推
薦
作
品
と
と
も
に
2
0
1
9
年
3
月
1
日
に
発

表
し
ま
し
た
。

記
者
発
表
会
は
銀
座
・
数
寄
屋
橋
交
差
点
、
ソ
ニ
ー
ビ
ル

跡
地
に
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
たG

inza Sony Park

で
開
催
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
部
門
大
賞
受
賞
の「
チ
コ
ち
ゃ
ん
」

や
、
史
上
初
の
2
部
門
同
時
受
賞
と
な
っ
た
真
鍋
大
度
氏
・

M
IK

IK
O

氏
等
受
賞
者
も
駆
け
付
け
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

正
午
か
ら
は
同
じ
く
数
寄
屋
橋
交
差
点
前
の
新
商
業
施

設
・
東
急
プ
ラ
ザ
銀
座
の
屋
外
ビ
ジ
ョ
ン
で
大
賞
作
品
を

紹
介
。
屋
外
ビ
ジ
ョ
ン
を
背
景
に
受
賞
者
等
の
フ
ォ
ト
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
実
施
し
ま
し
た
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
も
開
催
さ
れ
た

3
月
3
日
ま
で
の
週
末
、
昼
夜
連
続
で
放
映
さ
れ
、
銀
座

に
訪
れ
た
多
く
の
人
々
の
目
に
触
れ
る
か
た
ち
と
な
り
ま

し
た
。

本
稿
で
は
、
発
表
さ
れ
た
各
部
門
の
受
賞
作
品
及
び
功

労
賞
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
な
お
、
受
賞
作
品
展
は

6
月
1
日（
土
）か
ら
、
東
京
・
お
台
場
の
日
本
科
学
未
来

館
を
中
心
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

受
賞
作
品
の
詳
細
及
び
受
賞
作
品
展
に
関
し
て
は
、
以

下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

［
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
総
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
］

http://festival.j-m
ediaarts.jp/

http://festival.j-mediaarts.jp/
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ア
ー
ト
部
門

大
賞『P

ulses/G
rains/P

hase/M
oiré

』　

古
舘 

健

3
0
0
台
を
越
え
る
ス
ピ
ー
カ
ー
と
L
E
D
ラ
イ
ト

を
使
用
し
た
、
大
規
模
な
サ
ウ
ン
ド
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
2
0
1
8
年
1
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た

「
A
O
M
O
R
I
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
7
」の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
、
青
森
公
立
大
学
国
際
芸
術
セ
ン

タ
ー
青
森
で
初
め
て
発
表
さ
れ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制

御
さ
れ
る
自
作
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
に
接
続
さ
れ
た
ス
ピ
ー

カ
ー
が
、
あ
ら
か
じ
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
個
別

の
パ
タ
ー
ン
で
音
を
発
生
す
る
。
ま
た
、
各
ス
ピ
ー
カ
ー
に

付
随
す
る
L
E
D
ラ
イ
ト
も
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
発
音
パ
タ
ー

ン
に
合
わ
せ
て
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
明
滅
す
る
。
各
個
の
ス

ピ
ー
カ
ー
は
一
定
の
規
則
に
し
た
が
っ
た
単
純
な
ク
リ
ッ
ク

音
と
L
E
D
の
発
光
し
か
行
わ
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
鑑
賞

者
を
囲
う
よ
う
に
壁
面
一
体
に
設
置
さ
れ
、
音
と
光
が
重

層
的
に
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
複
雑
な
レ
イ
ヤ
ー
が
存
在
す

る
新
た
な
音
響
環
境
を
形
成
す
る
。
照
明
を
控
え
た
空
間

の
中
で
、
多
様
な
パ
タ
ー
ン
を
持
っ
た
音
と
光
が
複
合
し

て
有
機
的
な
波
の
よ
う
に
な
り
、
鑑
賞
者
の
視
覚
と
聴
覚

に
向
か
っ
て
次
々
と
押
し
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま

で
サ
ウ
ン
ド
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「T

he SIN
E W

A
V
E 

O
R
C
H
E
ST
R
A

」の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ミ
ニ
マ
ム
な
要

素
と
特
性
を
拡
張
さ
せ
て
複
雑
な
音
響
現
象
を
つ
く
り
上

げ
て
き
た
古
舘
健
。
本
作
は
古
舘
に
よ
る
初
の
ソ
ロ
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
そ
の
作
家
性
と
創
作
の
志
向
が
存

分
に
発
揮
さ
れ
た
。

優
秀
賞

『C
ulturing <

P
aper>

cut

』　

岩
崎 

秀
雄

『datum

』　

平
川 

紀
道

 『discrete figures

』

 
真
鍋
大
度
／
石
橋 

素
／M

IK
IK

O

／

 
E

LE
V

E
N

PLA
Y

『Laserm
ice

』　

菅
野 

創

新
人
賞

 『S
P

A
R

E 

（not m
ine

）』　

 
Jonathan F

letcher M
O

O
R

E

『T
otal T

olstoy

』　A
ndrey C

H
U

G
U

N
O

V

『w
atage

』　
（euglena

）

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
部
門

大
賞『

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
！
』　
『
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら

れ
る
！
』制
作
チ
ー
ム

何
で
も
知
っ
て
い
る
5
歳
の
女
の
子
と
い
う
設
定
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
チ
コ
ち
ゃ
ん
」が
、
素
朴
な
疑
問
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
雑
学
ク
イ
ズ
番
組
。

「
お
別
れ
す
る
と
き
、
手
を
振
る
の
は
な
ぜ
？
」「
乾
杯

の
と
き
の
グ
ラ
ス
を
カ
チ
ン
、
な
ぜ
す
る
の
？
」と
い
っ
た
日

常
の
中
で
生
ま
れ
る
疑
問
を
、
ス
タ
ジ
オ
で
お
笑
い
芸
人
の

岡
村
隆
史
や
ゲ
ス
ト
に
投
げ
か
け
な
が
ら
、
専
門
家
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
映
像
に
よ
っ
て
回
答
し
て
い
く
。

チ
コ
ち
ゃ
ん
の
着
ぐ
る
み
は
複
数
台
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ

れ
た
上
で
、
放
映
時
に
頭
部
を
3
D
C
G
の
モ
デ
ル
に
置

き
換
え
る
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
置
き
換
え
ら
れ
る
頭

部
パ
ー
ツ
は
着
ぐ
る
み
の
頭
部
を
精
緻
に
3
D
ス
キ
ャ
ン



16文部科学広報　No.234　2019年5月号

し
た
も
の
で
あ
り
、
本
当
に
着
ぐ
る
み
の
顔
の
パ
ー
ツ
が
動

い
て
い
る
か
の
よ
う
な
表
現
を
、
目
や
口
の
形
を
自
在
に

変
え
る
こ
と
で
実
現
し
て
い
る
。
3
D
C
G
に
よ
る
頭
部

パ
ー
ツ
は
、
頭
を
突
然
大
き
く
し
た
り
、
変
顔
を
す
る
な

ど
の
マ
ン
ガ
的
な
演
出
も
可
能
に
し
て
お
り
、
チ
コ
ち
ゃ
ん

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
強
い
実
在
感
を
も
っ
て
、
ス
タ
ジ

オ
で
ゲ
ス
ト
と
掛
け
合
う
様
子
が
人
気
を
博
し
た
。

番
組
ゲ
ス
ト
が
質
問
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
際
に
、
チ

コ
ち
ゃ
ん
が
頭
を
大
き
く
し
な
が
ら
叱
る
恒
例
の
セ
リ
フ

「
ボ
ー
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
！
」は
2
0
1
8
年
の

新
語
・
流
行
語
大
賞
の
候
補
に
選
出
。
世
代
を
問
わ
ず
広

い
支
持
を
集
め
て
い
る
。

優
秀
賞

 『
歌
舞
伎
町 

探
偵
セ
ブ
ン
』　
『
歌
舞
伎
町 

探
偵
セ
ブ

ン
』制
作
チ
ー
ム（
代
表
：
加
藤 

隆
生
／
西
澤 

匠
／
平

井 

真
貴
／
堀
田 

延
／
岩
元 

辰
郎
）

 『LIN
N

É LE
N

S

』　LIN
N

É LE
N

S

制
作
チ
ー
ム

（
代
表
：
杉
本 

謙
一
）

 『P
erfum

e

×Technology presents "R
efram

e"

』

 Perfum
e

＋R
efram

e

制
作
チ
ー
ム

 （
代
表
：M

IK
IK

O

）／
真
鍋
大
度
／
石
橋 

素

 『T
ikT

ok

』　
『T

ikT
ok

』Japan

チ
ー
ム

新
人
賞

 『
水
曜
日
の
カ
ン
パ
ネ
ラ『
か
ぐ
や
姫
』』　

 

水
曜
日
の
カ
ン
パ
ネ
ラ『
か
ぐ
や
姫
』制
作
チ
ー
ム

 

（
監
督
：
山
田
健
人
）

『
春
』　

大
森 

歩

 『P
ix

e
l R

ip
p

e
d 1

9
8

9

』　A
na R

IB
E

IR
O

 / 
C

arlo C
A

PU
T

O
 / Julia LE

M
O

S / Leonardo 

B
A

T
E

LLI / W
illiam

 R
O

D
R

IG
U

E
Z

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門

大
賞『La C

hute

』　B
oris LA

B
B

É 

ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
の『
神
曲 
地
獄
篇
』に
着
想
を

得
た
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
。
墨
汁
と
水
彩
絵
具
に
よ
る
約

3
，5
0
0
枚
の
絵
を
デ
ジ
タ
ル
編
集
し
、
そ
こ
に
弦
楽
奏

の
断
片
的
な
響
き
と
電
子
音
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
楽
が

重
ね
ら
れ
る
。
シ
ー
ン
は
前
半
の
地
上
と
天
上
、
そ
し
て
後

半
の
地
獄
界
と
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
種
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
根
が
伸
び
る
こ
と
で
形
づ
く
ら
れ
る
地

上
で
は
、
植
物
と
人
間
が
互
い
の
姿
に
変
容
し
な
が
ら
命

が
循
環
し
て
い
る
。
そ
の
上
空
で
は
、
鳥
の
よ
う
で
も
あ
り

人
の
よ
う
で
も
あ
る
姿
を
し
た
天
の
住
人
が
渦
を
描
い
て

舞
っ
て
い
る
。
墨
絵
の
白
と
黒
を
反
転
さ
せ
る
こ
と
で
独
特

の
暗
さ
を
持
つ
画
面
の
中
、
植
物
、
人
、
天
の
住
人
の
中

心
部
で
は
鮮
や
か
な
色
が
躍
動
し
、
生
命
力
が
表
現
さ
れ

る
。
や
が
て
地
上
に
は
、
楽
器
の
よ
う
な
道
具
や
建
物
が

現
れ
る
。
中
盤
、
天
の
住
人
が
舞
い
降
り
て
地
上
の
住
人

と
交
わ
る
と
巨
人
が
誕
生
し
た
。
巨
人
は
地
上
人
を
食
べ
、

地
上
人
た
ち
は
争
い
、
世
界
の
破
壊
が
始
ま
っ
た
。
や
が

て
天
上
人
が
地
上
に
墜
落
し
、
地
獄
が
誕
生
す
る
。
ル
ネ

サ
ン
ス
期
の
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
か
ら
、
ピ
ー
テ

ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
1
世
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ゴ
ヤ
、
ヘ
ン

リ
ー
・
ダ
ー
ガ
ー
ま
で
、
西
洋
美
術
史
を
彩
る
巨
匠
の
作
品

を
参
照
し
な
が
ら
、
循
環
、
変
容
、
堕
落
と
再
生
と
い
う

壮
大
な
テ
ー
マ
を
描
く
。

優
秀
賞

 『
大
人
の
た
め
の
グ
リ
ム
童
話 

手
を
な
く
し
た
少
女
』

 

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク

『
ひ
そ
ね
と
ま
そ
た
ん
』　

樋
口 

真
嗣

『
ペ
ン
ギ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
』　

石
田 

祐
康

『
若
お
か
み
は
小
学
生
！
』　

高
坂 

希
太
郎

新
人
賞

『
透
明
人
間
』　

山
下 

明
彦

『A
m

 I a W
olf?

』　A
m

ir H
oushang M

O
E

IN

『T
he Little S

hip

』　A
nastasia M

A
K

H
LIN

A
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マ
ン
ガ
部
門

大
賞『O

R
IG

IN

』　B
oichi

作
品
の
舞
台
と
な
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
が
流
れ
込

む
大
都
市
と
な
っ
た
西
暦
2
0
4
8
年
の
東
京
。
そ
こ
で

は
限
り
な
く
人
間
に
近
い
外
見
を
持
つ
超
高
性
能
な
A
I

を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
に
よ
り
、
夜
な
夜
な
殺
人
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
と
敵
対
す
る
主

人
公
が
、
人
間
社
会
に
溶
け
込
む
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
ロ
ボ
ッ

ト
、
オ
リ
ジ
ン
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ン
は
田
中
仁
の
名
で
世
界

企
業
A
E
E
に
入
社
し
、
自
己
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
科
学
者「
父
さ
ん
」に
つ
く
ら
れ
た
兄

弟
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
と
戦
っ
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ン
は
感
情
を
持

た
ず
A
I
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
行
動
す
る
が
、
彼
の

前
に
立
ち
は
だ
か
る
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
に
は
感
情
が
芽
生
え
て

お
り
、
オ
リ
ジ
ン
が
理
解
で
き
な
い
復
讐
心
に
よ
り
襲
い
か

か
っ
て
く
る
。
生
き
残
る
た
め
に
合
理
的
な
判
断
を
続
け

る
オ
リ
ジ
ン
は
、
一
方
で
い
つ
か
自
分
に
も
感
情
と
い
う
も

の
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
二
重
性
は
、

読
み
手
に
人
間
の
持
つ
感
情
の
由
来
や
意
味
を
問
い
か
け

る
重
要
な
要
素
と
言
え
る
。
20　
kg
を
超
え
る
炭
化
タ
ン
グ

ス
テ
ン
超
合
金
の
日
本
刀
を
武
器
に
、
時
に
は
自
ら
の
身

体
の
破
壊
を
顧
み
ず
に
敵
に
向
か
っ
て
い
く
オ
リ
ジ
ン
の
戦

い
を
、
細
密
な
書
き
込
み
と
高
い
画
力
に
よ
り
描
写
し
た
。

細
部
ま
で
描
き
込
ま
れ
た
S
F
設
定
と
、
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
な
世
界
観
が
、
読
者
を
強
く
惹
き
つ
け
る
。

優
秀
賞

 『
宇
宙
戦
艦
テ
ィ
ラ
ミ
ス
』　

	

原
作
：
宮
川 

サ
ト
シ
／
作
画
：
伊
藤 

亰

『
凪
の
お
暇
』	

コ
ナ
リ
ミ
サ
ト

『
百
と
卍
』	

紗
久
楽 

さ
わ

『
夕
暮
れ
へ
』	

齋
藤 

な
ず
な

新
人
賞

『
黄
色
い
円
盤
』	

黄
島
点
心

 『
見
え
な
い
違
い 

— 

私
は
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
』

	

マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
・
カ
ロ
リ
ー
ヌ
／

	

原
作
：
ジ
ュ
リ
ー・ダ
シ
ェ
／
訳
：
原 

正
人

『
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
の
縁
側
』　

鶴
谷 

香
央
里

功
労
賞

文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
で
は
、
第
7
回
よ
り
日
本
の

メ
デ
ィ
ア
芸
術
に
大
き
く
貢
献
し
た
方
に
功
労
賞
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
以
下
の
4
名
の
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

 

池
田 

宏　

	

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
監
督
／
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
者

呉 

智
英　

評
論
家

小
池 

一
子　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

三
田
村 

畯
右　

筑
波
大
学
名
誉
教
授

受
賞
作
品
展
は
新
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ

6
月
1
日（
土
）か
ら
16
日（
日
）ま
で
開
催
す
る
受
賞

作
品
展
は
、
東
京
・
お
台
場
を
会
場
に
新
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

受
賞
作
品
展
示
・
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
国
内
メ
デ
ィ

ア
芸
術
関
連
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
企
業
等
と
の
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
振
興
の
新
し
い
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
試
み
と
な
り
ま
す
。
是

非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

［
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
総
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
］

http://festival.j-m
ediaarts.jp/

http://festival.j-mediaarts.jp/
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文
化
庁
文
化
財
第
二
課

文
化
庁
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
以
外
の
有
形
文
化

財
の
う
ち
、
保
存
及
び
活
用
に
つ
い
て
の
措
置
が
特
に
必

要
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
文
化
財

登
録
原
簿
に
登
録
す
る「
文
化
財
登
録
制
度
」に
よ
る
緩
や

か
な
保
護
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

文
化
庁
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
指
定
の
ほ
か
、

文
化
財
登
録
制
度
に
よ
る
登
録
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

3
月
18
日
に
開
か
れ
た
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
に

お
い
て
、
新
た
に
1
5
3
件
の
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

を
登
録
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
官
報
告

示
を
経
て
、
全
国
の
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）は
、

1 

2
，2
7
4
件
と
な
り
ま
す
。
以
下
、
今
回
登
録
さ
れ

た
建
造
物
の
中
か
ら
、
特
徴
的
な
6
件
を
御
紹
介
し
ま
す
。

旧
九
段
会
館
　
1
件

所
在
地
：
東
京
都
千
代
田
区

旧
九
段
会
館
は
、
内
堀
通
り
に
東
面
し
て
建
つ
複
合
集

会
施
設
で
、
昭
和
初
期
の
気
風
を
伝
え
る
和
風
表
現
の
近

代
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
す
。
昭
和
御
大
礼
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
競
技
設
計
1
等
案
を
も
と
に
軍
人
会
館
と
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和
9
年（
1
9
3
4
）に
完
成
し

ま
し
た
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
4
階
建
て
で
、
通
り

沿
い
の
外
観
は
両
端
部
に
城
郭
風
の
重
厚
な
入い
り

母も

屋や

造づ
く

り

の
塔
屋
を
戴
く
、
い
わ
ゆ
る
帝
冠
様
式
の
威
風
堂
々
と
し

た
姿
が
特
徴
で
、
要
所
の
装
飾
に
は
当
時
流
行
の
軽
妙
洒

脱
な
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
九
段

下
の
街
路
景
観
の
象
徴
的
存
在
で
す
。

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
二
本
木
駅

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
線
雪
囲
い
　
な
ど
7
件

所
在
地
：
新
潟
県
上
越
市

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
二
本
木
駅
は
、
市
南
西
部
の
山

あ
い
に
あ
る
旧
信
越
本
線
の
旅
客
駅
で
、
明
治
開
業
以
来

の
姿
を
と
ど
め
る
現
役
の
鉄
道
駅
施
設
で
す
。
県
内
で
現

存
唯
一
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
式
の
駅
構
造
で
、
戦
前
に
建
設

さ
れ
た
駅
舎
や
ホ
ー
ム
上
屋
、
地
下
通
路
な
ど
施
設
一
式

が
残
り
、
開
業
当
初
の
駅
施
設
の
構
成
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
南
方
の
本
線
脇
に
あ
る
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
線

の
線
路
上
に
は
、
古
レ
ー
ル
の
骨
格
の
外
側
に
短
冊
状
に

縦
板
を
張
っ
た
全
長
1
1
2
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
長
大
な
雪

囲
い
を
設
置
し
、
豪
雪
地
帯
に
特
化
し
た
独
特
な
鉄
道
駅

の
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

有
形
文
化
財（
建
造
物
）の
登
録
に
つ
い
て

旧九段会館

えちごトキめき鉄道二本木駅スイッチバック線雪囲い
（写真提供：えちごトキめき鉄道株式会社）
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方
広
寺
本
堂
　
な
ど
22
件

所
在
地
：
静
岡
県
浜
松
市

方
広
寺
は
、
市
街
北
方
の
山
中
に
あ
る
臨
済
宗
方
広
寺

派
の
大
本
山
で
、
県
内
最
大
規
模
を
誇
る
木
造
仏
殿
を
擁

す
る
大
寺
院
で
す
。
大
正
4
年（
1
9
1
5
）建
立
の
本

堂
は
、
舞
台
状
に
張
り
出
す
高
欄
付
き
の
縁
側
、
入
母
屋

造
り
桟
瓦
葺
き
の
大
屋
根
や
三
重
の
梁
を
も
つ
妻
飾
り
な

ど
、
大
本
山
の
威
容
を
存
分
に
示
し
て
い
ま
す
。
本
堂
の

周
辺
に
は
大
庫
裡
や
開
山
堂
な
ど
の
堂
宇
が
建
ち
並
び
、

壮
大
な
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
古
典
的
な

和
様
の
構
成
を
見
せ
る
三
重
塔
や
格
式
あ
る
大
本
山
の
表

構
え
を
形
成
す
る
山
門
な
ど
様
々
な
建
物
が
適
所
に
配
置

さ
れ
、
近
代
的
な
整
備
が
図
ら
れ
た
寺
院
の
様
相
を
伝
え

て
い
ま
す
。

太た

郎ろ
う

坊ぼ
う

宮ぐ
う

阿
賀
神
社
本
殿
　
な
ど
15
件

所
在
地
：
滋
賀
県
東
近
江
市

市
街
西
方
の
赤あ

か

神が
み

山や
ま

に
あ
る
磐い

わ

境さ
か

信
仰
で
知
ら
れ
る
神

社
で
、
た
ろ
ぼ
う
さ
ん
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
岩
峰

の
僅
か
な
平
地
に
建
つ
入
母
屋
造
り
、
一
間
社
の
本
殿
は
、

要
所
に
霊
獣
や
植
物
の
彫
刻
を
備
え
る
も
の
の
華
美
に
過

ぎ
ず
、
丁
寧
な
つ
く
り
の
近
世
社
殿
で
す
。
本
殿
周
辺
は

岩
壁
に
張
り
出
し
た
舞
台
や
拝
殿
、
神
楽
殿
が
独
特
な
社

頭
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん

峻
な
参
道
石
段

沿
い
に
は
絵
馬
殿
や
長
楽
殿
、
永
安
殿
な
ど
大
型
の
社
殿

が
建
ち
並
び
、
近
代
に
発
展
し
た
境
内
の
様
相
を
伝
え
て

い
ま
す
。

松
山
城
小
天
守
　
な
ど
9
件

所
在
地
：
愛
知
県
松
山
市

松
山
城
は
、
別
名「
金こ

ん

亀き
じ

城ょ
う

」と
称
さ
れ
る
近
世
平
山

城
で
、
城
内
に
は
21
棟
の
重
要
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
登
録
物
件
は
、
連
立
式
天
守
の
一
角
で
あ
る
小
天
守

や
隅す
み

櫓や
ぐ
ら、

多た

門も
ん

櫓や
ぐ
ら、

門
な
ど
で
、
昭
和
8
年（
1
9
3
3
）

に
焼
失
し
た
も
の
の
、
戦
前
に
文
部
省
が
作
成
し
た
図
面

を
も
と
に
、
昭
和
42
年（
1
9
6
7
）に
伝
統
木
造
に
よ

り
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
重
要
文
化
財
で
あ
る
天
守
の

周
り
に
建
物
を
ロ
の
字
形
に
配
置
す
る
近
世
城
郭
中
枢
部

の
堅
固
な
構
え
を
今
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
市
中
心
部
に

そ
び
え
立
つ
城
山
山
頂
に
多
層
建
築
が
連
な
る
荘
重
な
景

観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

方広寺本堂
（写真提供：静岡県伝統建築技術協会）

太郎坊宮阿賀神社本殿など

松山城小天守など
（写真提供：松山市教育委員会）
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日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
久
留
米
教
会
礼
拝
堂

	

な
ど
2
件

所
在
地
：
福
岡
県
久
留
米
市

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
久
留
米
教
会
は
、
市
中
心
部
に
建

つ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
す
。
礼
拝
堂
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
設
計
に
よ
る
質
実
剛
健
な
つ
く
り

の
教
会
堂
建
築
で
、
大
正
7
年（
1
9
1
8
）に
完
成
し

ま
し
た
。
煉れ
ん

瓦が

造ぞ
う

、
急
勾
配
の
東
西
棟
の
切き

り

妻づ
ま

造づ
く

り
で
、

東
北
隅
に
そ
び
え
る
鐘
楼
の
北
面
に
玄
関
を
設
け
て
い
ま

す
。
外
壁
は
煉
瓦
積
み
を
現
し
、
内
部
は
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ

ス
を
用
い
て
、
柱
の
な
い
開
放
的
な
空
間
と
し
て
い
ま
す
。

全
体
に
簡
明
で
装
飾
は
少
な
い
も
の
の
、
合
理
的
な
平
面

構
成
や
丁
寧
な
仕
上
げ
に
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
初
期
の
設
計
活

動
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

日本福音ルーテル久留米教会礼拝堂
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文
化
財
第
一
課
で
は
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
・

典
籍
、
古
文
書
、
考
古
資
料
、
歴
史
資
料
の
七
つ
の
分
野

で
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
指
定
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
3
月
に
新
た
に
指
定
が
決
定
し
た
文
化
財
の
一
部
に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

3
月
18
日
に
開
か
れ
た
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
に

お
い
て
、
奈
良
県
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
な
ど
国
宝
3
件
、
重

要
文
化
財
41
件
の
指
定
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
美
術

工
芸
品
の
指
定
件
数
は
国
宝
8
9
3
件
、
重
要
文
化
財

9
，8
7
9
件
と
な
り
ま
す
。

国
宝昭

和
25
年
の
文
化
財
保
護
法
制
定
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で

に
古
社
寺
保
存
法
・
国
宝
保
存
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た

国
宝
は
全
て
重
要
文
化
財
と
名
を
改
め
ら
れ
、
そ
の
中
か

ら
新
法
の
規
定
す
る
国
宝
を
指
定
し
て
ゆ
く
作
業
が
翌
年

か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
30
年
代
前
半
ま
で
に
そ
の

作
業
は
一
段
落
し
、
そ
の
後
は
新
発
見
や
調
査
研
究
の
進

展
、
保
存
修
理
の
成
果
な
ど
を
反
映
さ
せ
て
適
宜
指
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

絵
画
の
部

キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
　

国（
文
部
科
学
省
所
管
）

昭
和
58
年
に
発
見
さ
れ
、
平
成
16
年
よ
り
行
わ
れ
た
石

室
内
壁
か
ら
の
剝
ぎ
取
り
と
再
構
成
・
安
定
化
処
置
が
完

了
し
た
こ
と
を
う
け
て
昨
年
重
要
文
化
財
と
な
り
、
こ
の

度
国
宝
に
昇
格
し
た
も
の
で
す
。
四
方
壁
に
青
龍
・
白
虎
・

朱
雀
・
玄
武
の
四
方
四
神
と
十
二
支
像
、
天
井
に
天
文
図

が
描
か
れ
る
壁
画
の
全
体
構
想
が
判
明
す
る
点
が
貴
重
で
、

我
が
国
の
古
代
絵
画
史
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
な
作
例
と

評
価
さ
れ
ま
す（
飛
鳥
時
代
）。

彫
刻
の
部

薬
師
如
来
立
像
ほ
か
　

（
宗
）唐
招
提
寺

唐
招
提
寺
木
彫
群
と
し
て
知
ら
れ
る
6
軀
の
木
彫
像
で
、

そ
の
重
厚
な
造
形
に
は
、
同
寺
の
創
建
者
で
天
平
勝
宝
5

年（
7
5
4
）に
来
着
し
た
唐
僧
鑑
真
の
一
行
が
も
た
ら
し

た
最
新
の
中
国
様
式
が
う
か
が
え
ま
す
。
榧
材
を
用
い
た

一
木
造
り
の
造
法
は

平
安
前
期
の
木
彫
像

の
多
く
に
用
い
ら
れ
て

お
り
、
木
彫
を
主
体

と
し
て
展
開
す
る
長
い

日
本
彫
刻
の
歴
史
の

起
点
に
位
置
付
け
ら

れ
る
重
要
作
例
で
す

（
奈
良
時
代
）。

文
化
庁
文
化
財
第
一
課

国
宝
・
重
要
文
化
財（
美
術
工
芸
品
）の
指
定
に
つ
い
て
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重
要
文
化
財

重
要
文
化
財
の
指
定
は
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
・
書
跡

な
ど
旧
法
以
来
の
分
野
に
加
え
て
、
昭
和
50
年
の
文
化
財

保
護
法
改
正
に
よ
る
歴
史
資
料
指
定
の
開
始
や
、
近
代
遺

産
の
指
定
の
促
進
な
ど
、
次
第
に
対
象
と
す
る
範
囲
を
拡

大
し
、
ま
た
近
年
で
は
大
量
の
資
料
群
を
一
括
指
定
す
る

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

工
芸
品
の
部

銅
置
物「
十
二
の
鷹
」

（
独
法
）国
立
美
術
館（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
保
管
）

金
工
家
鈴
木
長
吉（
1
8
4
8
〜
1
9
1
9
）の
製
作

に
な
る
鷹
の
置
物
で
、
明
治
26
年（
1
8
9
3
）開
催
の

シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
出
品
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の

で
す
。
江
戸
時
代
に
発
達
し
た
鋳
金
・
彫
金
・
色
絵
な
ど

の
高
度
な
金
工
技
術
を
駆
使
し
、
架
に
止
ま
る
12
羽
の
鷹

の
様
々
な
姿
態
を
い
き
い
き
と
写
実
的
に
表
現
し
て
お
り
、

近
代
金
工
の
傑
作
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
す（
明
治
時

代
）。

書
跡
・
典
籍
の
部

続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
巻
第
五

（
公
財
）五
島
美
術
館

唐
の
慧
苑
の
撰
述
に
な
る『
華
厳
経
』（
八
十
華
厳
）の

注
釈
書
で
す
。
巻
末
に
二
つ
の
奥
書
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

延
暦
2
年（
7
8
3
）及
び
同
7
年
に
校
合（
他
本
と
の
照

合
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
）が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ

を
や
や
遡
る
奈
良
時
代
末
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

本
文
中
に
は
朱
書
の
漢
数
字
で
、
日
本
語
に
よ
る
語
順
を

示
す
返
点
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
校
合
の
際
の
書
入
れ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
我
が
国
最
古
の
返
点
で
、
国
語
学
上
極

め
て
貴
重
な
品
で
す（
奈
良
時
代
）。

古
文
書
の
部

豊
臣
家
文
書

個
人
蔵

豊
臣
秀
吉
の
正
室
、
ね
ね
の
兄
を
初
代
と
す
る
足
守
木

下
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
群
で
す
。
秀
吉
や
そ
の
甥
、
秀
次

に
官
位
官
職
を
与
え
た
位
記
宣
旨
や
、
明
国
と
の
和
平
交

渉
に
関
わ
る
切
紙
な
ど
多
彩
な
内
容
で
、
豊
臣
家
の
家
文

書
と
し
て
高
い
価
値
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
ま
す（
安
土
桃

山
〜
江
戸
時
代
）。
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考
古
資
料
の
部

大
分
県
府
内
大
友
氏
遺
跡
出
土
品

大
分
県（
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
保
管
）

豊
後
大
友
氏
の
拠
点
で
あ
る
府
内
か
ら
出
土
し
た
一
括

資
料
で
、
当
時
の
治
世
や
住
民
の
生
活
を
示
す
様
々
な
遺

物
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
関
わ
る

品
や
、
東
南
ア
ジ
ア
産
の
陶
磁
器
な
ど
、
国
際
貿
易
都
市

と
し
て
栄
え
た
府
内
の
様
相
を
よ
く
伝
え
、
我
が
国
の
中

世
都
市
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
評
価
さ

れ
ま
す（
鎌
倉
〜
安
土
桃
山
時
代
）。

歴
史
資
料
の
部

ホ
ジ
六
〇
一
四
号
蒸
気
動
車

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社（
リ
ニ
ア
・
鉄
道
館
保
管
）

蒸
気
動
車
と
は
客
車
に
蒸
気
機
関
を
搭
載
し
た
車
輛

で
、
小
単
位
で
の
高
頻
度
・
短
距
離
輸
送
に
適
し
た
車

と
し
て
輸
入
さ
れ
、
明
治
末
に
国
産
化
が
実
現
し
ま
し
た
。

今
回
指
定
す
る
車
輛
は
大
正
2
年
製
作
の
国
産
車

で
、

現
存
唯
一
の
蒸
気
動
車
で
す
。
主
要
部
分
が
よ
く
保
た
れ

て
お
り
、
鉄
道
史
上
、
科
学
技
術
史
上
に
高
い
価
値
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
ま
す（
大
正
時
代
）。

（写真提供：東海旅客鉄道株式会社）



皆さん！「情報ひろば」を知っていますか？
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文部科学省ミュージアム「情報ひろば」における「文部科学省エントランス」（2F）及び「企画展示室」（旧庁舎3F）スペースを
活用し、文部科学行政に関する展示と情報発信を行っており、令和元年5月より、以下の大学・研究機関等による新たな企画展示
を開始しましたのでお知らせします。文部科学省への来省の際は、是非お立ち寄りください！

「文部科学省エントランス」及び「企画展示室」において
新たな企画展示を開始しました！

［開催期間］令和元年5月20日〜令和元年6月21日

九州工業大学
情報ひろば「文部科学省エントランス」（2F）

・介護・見守り分野におけるセンサ行動認識システムの開発
　 −九州工業大学は、未来志向のAI・IoTで医療・介護の負担を

減らします−

九州工業大学では、北九州市においても大きな課題にもなっている少
子高齢化の影響による介護分野の労働力不足を解決すべく、自治体、地
域と連携し、本物の介護現場のデータを収集し活用することで、最先端
の医療・介護のためのAI及び独自の行動認識技術の発展を目指した取
組を行っており、その一部を紹介します。

【パネル】 ・ Q and A形式で、介護問題に九州工業大学が取り組む最新テク
ノロジー（AIやIoT）を活用することでどのような効果があるの
かを分かりやすく紹介

【映　像】 ・センサ行動認識技術の紹介
 ・AIを用いた行動見守り技術の紹介

［開催期間］令和元年5月20日〜令和元年6月21日

総合地球環境学研究所
情報ひろば「文部科学省エントランス」（2F）

・みんなで創る地球環境ポスター展
総合地球環境学研究所が所蔵する「国連子供環境ポスター原画コン

テスト」の作品を活用した教育ワークショップの成果を御紹介します。
本展示では、草津市立渋川小学校（滋賀県）の6年生が、たくさんの

ポスター原画から好きな作品を選んで、その解説文をグループで話し合
いながら、創り上げたものです。会場には皆様からのメッセージを残し
ていただけるスペースを用意しました。皆様の参加で、この展覧会は完
成します。

ただ受け身で絵を鑑賞するのではなく、絵のメッセージを伝える立場
になることで、絵との対話は格段に深まります。子供たちが、自分たち
とは異なる文化・自然の中で育った世界中の子供たちの絵と深く向き合
い、みんなで話し合いながら創った展覧会に、是非御参加ください。

【実物展示】 ・国連子供環境ポスター原画コンテストの作品
【映　　像】 ・ 渋川小学校及び世界各国で開催した教育ワークショップの紹介

動画
【パ ネ ル】 ・ 教育ワークショップの成果紹介パネル（渋川小学校児童に

よる解説文）
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令和元年5月7日〜令和元年8月23日

筑波大学
情報ひろば「企画展示室」（旧庁舎３Ｆ）

・ 「スポーツ芸術表現学入門～リボーン・アートボールって何だ
ろう？」
筑波大学では全学の学生対象の総合科目で「スポーツ芸術」を多様

な観点から捉えることを通して、スポーツとアートを考える「スポーツ芸
術表現学」を開講しています。このスポーツとアートの関わりを、アス
リートたちが廃棄するまで使ったボールに、アートの力で新しい命を吹
き込み、アート作品として再生（リボーン）させようという想いから「リ
ボーン・アートボール」と命名しました。「エコ・スポーツ・アート」が一
つになったリボーン・アートボールを紹介します。

【実物展示】 ・リボーン・アートボール（完成作品）
 ・制作のための材料（画材、制作用ボール）
 ・「リボーン・アートボール2020」実施報告書　等

【パ ネ ル】 ・リボーン・アートボールの背景　 
 ・「スポーツ芸術表現学」授業概要
 ・オリンピック芸術競技歴史年表
 ・オリンピック芸術競技参加者一覧　等

・目指せ！「パーフェクト栄養型の食事」
アスリートの食事の基本として推奨されている、「主食」、「主菜」、

「副菜」、「果物」、「牛乳・乳製品」の五つの食品区分が揃う食事を
『パーフェクト栄養型の食事』と称して、その実践による『望ましい食』
の自立に向けた研究及びサポート活動に取り組んでいます。その一連の
研究によって開発した簡易的な食事チェック方法『ばらんすあっぷシー
ト』及び自己チェック・自己管理用『食生活バランスチェック表』を紹介
します。

【パ ネ ル】 ・「パーフェクト栄養型の食事」の解説パネル
 ・ 「パーフェクト栄養型の食事」実践例（1日に摂取したいエネ

ルギー量別）
 ・ 目指せ！「パーフェクト栄養型の食事」に関連するサポート活

動事例とその成果の紹介
【実物展示】 ・ 食生活バランスチェック表（1800kcal版、2500kcal版、
 　3500kcal版、4500kcal版）
 ・ばらんすあっぷシート



情報ひろばホームページへGO！⇒http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/

皆様のお越しをお待ちしています。是非、お気軽にお立ち寄りください。

情報ひろば INFO
所 在 地 ： 〒100 ─ 8959 東京都千代田区霞が関3 ─ 2 ─ 2
交通案内 ： 銀座線「虎ノ門駅」11番出口 直結

千代田線「霞ヶ関駅」A13番出口 徒歩5分
開館時間 ： 月曜〜金曜10時〜18時

※入館は閉館の30分前まで　※土曜日、日曜日、祝日、年末・年始休館
入 館 料 ： 無料

〈お問合せ・団体見学申込先〉　文部科学省大臣官房総務課広報室事業第2係
TEL：03─6734─2170　Email：hiroba@mext.go.jp 

情報ひろば 案内図

1Fの直通
エレベーターで
3Ｆ展示室へ
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令和元年5月7日〜令和元年8月23日

東京家政学院大学
情報ひろば「企画展示室」（旧庁舎３Ｆ）

・「江戸時代の食文化を今に活かす」
東京家政学院大学では、教員と学生が江戸時代の料理の研究・再現

に継続的に取り組んできました。
本展示では、料理の世界をビジュアルで楽しむだけではなく、栄養学・

調理学の分析結果を踏まえ、江戸時代の料理を切り口とした、今日の食
生活の見直しへの提言として、再現料理を取り入れた献立例を提案しま
す。

東京家政学院大学の知的資産と、食文化研究、栄養学、調理学といっ
た家政学の知見を総合的に融合し、次世代につなぐ食生活について提
案展示です。

【実物展示】 ・料理標本「鳥団子汁」「すずめ焼き」「鋤焼」
 ・江戸時代料理書　『豆腐百珍』（復刻版）等

【映　　像】 ・食品サンプル製作のための再現料理の調理風景（12分）
【パ ネ ル】 ・「料理書と遊び心の料理」、「本膳料理・会席料理」　等

令和元年5月7日〜令和元年8月23日

国立女性教育会館
情報ひろば「企画展示室」（旧庁舎３Ｆ）

・「女性アーカイブ資料と日本の男女共同参画の歩み」
国立女性教育会館（NWEC）女性アーカイブセンターは我が国初の

「女性アーカイブセンター」として平成20年に開設されて以来、女性教
育・女性運動・女性政策などに関わる史・資料を収集・整理・保存・提
供してきました。これまで引き取り手がなかったために散在し、破棄さ
れてしまうこともあった女性アーカイブ資料を収集し整備することは、
歴史的事実を検証し、市民の知る権利を保障する、極めて高い公共性を
もつ取組です。

展示では、国内外から収集した様々なコレクションをもとに、史・資料
（一部複製）を紹介します。日本の男女共同参画の歩みが現在の社会と
どのようにつながっているのか、人々が考え、語り、行動した「記録」を
未来への「資産」としてどのように残し、つないでいくのか、理解を深
め学ぶ機会を提供します。

【実物展示】 ・稲取婦人学級　学級新聞　等
【映　　像】 ・「男女共同参画すごろく」電子版デモ
【パ ネ ル】 ・「女性アーカイブ」ができるまで
 ・アーカイブ事例：稲取婦人学級　等

http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/
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